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なく、民衆生活に密着した文化生活の秩序も荒廃してしまった。その当時、八つの京劇（ 「赤灯記」など）と三つの戦争映画（ 「地道戦」 「地雷





に登場した。最初に上映された 「追捕」 （日本名 「君よ憤怒の川を渡れ」 ）が中国民衆、特に青年 ちに大歓迎を受け、 映画の主題歌も流行歌 なっ 。ひとつのよい「刺激」ともいえる。主役 高倉健と中野良子はすぐ超人気者になって二人で馬に合い乗りしている姿と二人の愛情表現のシーンなどは今でもはっきりと中国民衆に記憶されている。二〇代の私も興奮してそれ みつめていた。若い男たちはみな誇ら げ 高倉健の真似 していた。そして「追捕」を通じ 初めて現代の日本の警察がどういうも か分かったし、東京の繁華を興味深くみつめていた。奇妙なこ に、文革で蒙った冤罪と名誉回復のため、 「追捕」を何回もみてその真似をする人が大勢 たそうだ。　
また、 「望郷」 、 「人証」 （日本名「人間の証明」 ） 、
「砂器」 （日本名「砂の器」 ）なども大好評を博していた。山口百恵が主演したドラマ「血疑」 （日本名 「赤い疑惑」 ） 、 「絶唱」 など 大歓迎を受けた。同時に、彼女の歌も台湾 テレサ・テンとと に中国の大流行歌になっていたが、その美妙な曲を享受しながら 海外文明を徐々に受け入れていった。　
映画俳優の高倉健は勇敢、剛毅な男としてよく
知られているが、 特に中国の中年女性に好まれた。ほか、ドラマ「寅次郎の物語（男はつらいよ） 」の純朴な寅さんも高く評価されている。私 非常
に寅さんのことが好きだし、二〇一〇年にドラマの撮影地兼寅さんの故郷―柴又駅へわざわざみにいってその近辺をの びりと散歩 たことがある。寅さんは一生、損してばかりのようにみえるが、人生の価値はそこにあると思われる。寅さんのことが大好きだ！　
女優の栗原小巻、松阪慶子の二人は美麗な女優





と人間性の裏側などを正確に描写しており芸術性が高いと評価された。これまでの中日戦争映画と違う日本 の新しいイメージを教え くれ 。この意味で改革初期の日本からの経済面での援助だけでなく文化面での援助も無視してはならない。どの国でもどこの両国関係でも、経済交流はすべてではなく民間 交流は相互信頼の基礎と っている。文化交流不足 ため相互信頼も低下している。今の中日関係に鑑み、五〇年輩 中国人に八〇年代の日本映画に関する感想を述べさせるとしたなら感慨無量としか言いよ がない。今日交流は映画だけに限らず幅広 展開されているが、八〇年代のような映画による「日流」ほど影響は無く、懐かしい思い出 てわれわれ 記憶に残っているのみである。再び八〇年代の中関係の好調な時期が復活すればよい 思う。
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